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「食」の安心・安全を目指して
RFIDで豚肉のトレーサビリティ

　IPアドレスは階層的な管理体制で管理されています。
今年2月3日に、一番上部の管理組織であるIANAの在庫が
なくなりました。IANAの下には、世界を5地域に分けた管理
組織があります。日本ではJPNICが管理していますが、今年
4月に在庫がなくなりました。アジア・太平洋地域以外の
4組織が持っている在庫も、近いうちに無くなる見込みです。

インターネット上の電話番号にあたるIPアドレスは現在、主にバージョン4（IPv4）という規格が使われていま
す。4月、アジアで管理するIPv4アドレスが枯渇しました。新しいバージョン「IPv6」への移行について、その
コア技術や移行技術の研究に長く取り組んできたイ
ンテック先端技術研究所の永見健一特別研究員に、
IPv4アドレス在庫の状況と影響、その対策について聞
きました。

インテックは社団法人日本養豚協会が実施する
「RFIDによる豚肉トレーサビリティ」の実証実験に協力し、システム
設計と構築を担当しています。2008年にスタートした実証試験
は、JISA（社団法人情報サービス産業協会）が制作した広報DVD
でも、新たな取り組みの例として紹介されています。

インテック インテック

アジア向けIPv4アドレス、ついに枯渇
IPv6への本格移行に向け、自社システムの検証を

アドレス枯渇の現状は？Q
佐藤　「トレーサビ
リティ」というのは、
情報が追跡できる
ということです。牛
肉の場合、BSE問
題を受けて法律が
整備されましたが、
国産豚肉にはその
ような仕組みがありません。農場から精肉の販売までの一貫
した管理を実現するため、日本養豚協会（以下、協会）では
RFIDとDNA情報を利用したトレーサビリティに取り組まれ
ることになりました。
木下　まず、農場で個体識別のためのIC耳標を母豚の耳に
取り付け、個体番号や生年月日など母豚の情報をハンディ端
末で入力して協会へ送信します。また、耳標をつける際に母
豚から検体を採取しDNA情報を分析します。このDNA情報
と小売店などから採取した精肉のDNA情報を解析して、
母豚と精肉の親子関係を協会が照合できるようにするのです。
同一個体を照合する牛肉との大きな違いはここです。
　

木下　例えば農場へのハンディ
端末の導入も初めての試みでし
た。また、中波帯のIC耳標による
豚の個体管理は一部の大規模農
場での導入例はありますが、より
環境影響の少ない長波帯のIC耳
標とDNA情報によるトレーサビリ
ティは国内でも前例がありません。
佐藤　このシステムは、データを管理する協会を中心に、モデ
ル農場やDNA解析機関との情報連携によって成り立ってい
るので、ハンディ端末メーカーも含め各方面の調整が必要で
した。システム開発後、現在まで障害等は発生しておらず、

農場でヒアリングを実施するなど綿密に仕様を作成した結果
と評価していただいています。

木下　農場では口蹄疫などの蔓延を防ぐため衛生管理を徹
底しています。豚を移動させる際は車や人との接触を避け、
タイヤや靴・豚舎などすべて消毒します。JISAのビデオ撮影
の際も、カメラクルーも私もシャワーを浴び、新しい服に着替え
て農場に入ったのですよ。豚舎間のモノの共有も厳禁で、ハ
ンディ端末も例外ではありません。アルコールや紫外線、ガス
での消毒も検討しましたが断念し、協会サーバを経由して各
豚舎のハンディ端末の同期処理をすることになりました。

佐藤　今回のシステムで精肉のDNA情報から母豚まで追
跡できるようになりました。今後、餌や薬など生産履歴に関
する情報も入力できるようになれば、問題が発生した場合
に原因を探る道筋になります。また、消費者に味の感想を
聞くことで、おいしいと評価される精肉の生産過程を知るこ
ともできます。
　ただ、農家の高齢化やシステムにかかるコストという課題
もあり、ハンディ端末をより安価なものにする、より使いやすく
汎用性の高いウェブシステムにするなど改善策を考え、協
会が進める実証試験後のIT化に協力していきたいと考え
ています。

豚肉のトレーサビリティとは？Q

DVD制作で豚舎ならではのエピソードQ

今後の展開は？Q
試行段階の技術も使われているそうですね。Q

　先端技術研究所の前身「インテック・ネットコア」を2002年に
設立し、この問題に取り組んできました。総務省や業界団体
で作る「IPv4アドレス枯渇対応タスクフォース」では業界を牽
引する立場で貢献していますし、総務省のIPv6移行実証実
験のとりまとめから、経済産業省システムのデュアルスタック
環境での動作検証まで幅広く取り組んできました。IPv4枯渇
時計をはじめ、IPv4アドレス枯渇対応アプリケーションチェッ
クリストなどの公開も行っています。
　また、日本インターネットエクスチェンジ社（JPIX）のような
通信事業者をはじめ、一般企業向けにも導入支援やコンサ
ルティングを手がけています。
これまでの経験を生かし、お客
さまのIPv6への確実な移行を支
援するとともに、IPv6による新しい
価値の創造を目指していきます。
もちろん、インテックのホームペ
ージはIPv6に対応済みです。

インテックの取り組みは？Q

　未利用アドレスの回収・再分配、保持アドレスの一層の有効
活用などの方策はありますが、唯一根本的な対応策はIPv6
の導入です。IPv6はアドレス空間が桁違いに大きいため、IC
タグをあらゆるモノにつけてインターネットで結ぶ「モノのインタ
ーネット（Internet of Things）」時代の基礎インフラとして利
用できること、IPv4よりセキュリティやモビリティについて仕様
レベルで考慮されていることなどが特長です。

新しい規格IPv6への移行が必要ですね。Q

　まず、ホームページなど外部公開するサーバに割り当てる
IPv4アドレスが無くなります。現在アドレスを確保していても、
やがてIPv4だけでネットワークを拡張させることは困難になる
でしょう。今年4月から順次、大手ISPで一般ユーザー向けの
IPv6サービスが開始されますが、ISPやコンテンツプロバイダ
から提供されるサービスがIPv6やデュアルスタックに変わる

ビジネスユーザーへの影響は？Q
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※1 RF ID：アンテナの付いた IC チップをモノなどに付け、  
　　　　     そこに記録された情報を読み取って個体認証やモノの識別を行う技術
※2 IC耳標：ICタグを内蔵した耳につける標識

耳標とりつけ

※1  IANA : Internet Assigned Numbers Authority
※2  アドレス空間　IPv4で利用できるアドレスは、232個、IPv6では、2128個と
　　なり、まさに無限大のアドレス空間となる。
※3  ISP：インターネットサービスプロバイダ
※4  デュアルスタック：IPv4/IPv6両方同時に作動する形態 

IANA

地域レジストリ（RIR） ARIN RIPENCC APNIC LACNIC AfriNIC

国別レジストリ（NIR） NIR JPNIC

事 業 者

←この部分の在庫は
　なくなりました

←この部分の在庫も
　4月になくなりました

と、IPv4のみに対応するソフトウェアは使えなくなる等の
問題が出てくる可能性もあります。
　そのため、自社システムがIPv6環境で問題なく稼働する
かを確認し、問題があれば早めに全体を把握して検討を始
めることが肝要です。そしてOSのバージョンアップやシステム
更新などのタイミングで、IPv6あるいはデュアル対応を実施
することをお勧めします。

● IPv4枯渇時計

農政ソリューション部
木下　亜記

JISAのDVD
（2011年制作）

農政ソリューション部
佐藤　大介

JISAの取材風景
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ネットワーク研究メンバー（前列中央が永見健一特別研究員）

●枯渇時計 : http://枯渇時計.jp/
　枯渇時計（iPhone版）は、App Storeで公開
●IPv4アドレス枯渇対応アプリケーションチェックリスト
　http://www.intec-si.co.jp/technology/IPv6/
●IPv6普及度調査 : http://v6metric.jp/
●IPv6品質測定 : http://inetcore.com/project/metrics/




